  薬学生のためのマルチメディア教材の作成

～ 基礎薬学実習のためのデジタルテキスト ～

                              ４０９８１３９   中尾 真澄

                              ４０９８１９７   宮城 由奈

＜目的＞

薬学生が基礎や苦学の実験操作手順を学習するための教材データベースを作成した。

VTRを取り入れることにより、「先生の講義」・「実験器具の使い方」などをPC上で

見ることができる。これによって、実験前に操作のコツや手元での細かい動きを知ること

ができるようになる。

＜作成方法＞

1、 液晶デジタルビデオによる撮影。

2、 DVworksによるVTRの取りこみ。

3、 Ulead マルチメディアProによる編集。

4、 HTML文章をもちいたH.Pの作成。

＜作成内容＞

１．ビデオ撮影

· ハンディーでの撮影      ・脇をしめ、広角で撮影。

                            ・ 揺れを意識しできるだけ揺らさない。 

                            ・ズームしたい時は、自分が寄る。

＊ 三脚を使用しての撮影    ・ブレを防止のため必要時以外は、三脚・Video等触れない。

                           ・水平版で水平であることを確認。

・正面からでなく、斜め位置から撮影すると、完全に

水平でなくても目立ちにくい。

＊人物の撮影               ・中央に人物。

                           ・人物が移動して、それを追う時、広角のままで撮影する。

＊設定について             ・ズームのピントを近くの物に合わせておく。

    (SHARP/VL-FD3)       ・ホワイトバランス  

                           ・明るさ調整 …できるだけ明るく設定

                                          被写体を明るく設定
２．ＤＶworks

1 デジタルビデオ（ＶＬ－ＦＤ３）をケーブルでＰＣにつなぐ。

2 『ＤＶworks』（スタート→プログラム→ＤＶworks）
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3 右３つのボタンの真ん中｢file｣を開き、file名を入力する。

4 再生させ、必要なＶＴＲの始まりで｢キャプチャ｣（赤ボタン）を押し、終了部で停止させる。

5 ｢close｣で終了する。

３．Ｕleadメディアプロ5,2ＶＥ

① 『Ｕleadメディアプロ5,2ＶＥ』の｢Video  Editor｣を開く。
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2 ツールバー左の｢Ｆilm｣をクリックし、ＤＶworksで取り込んだfileを開く。

3 Ｖaのラインを選択し、ＶＴＲを乗せて編集する。

(編集)

· 二つのＶＴＲを作って編集する時、Va/Vbに各々開く。

· 端を切る時、カーソルを端ラインに合わせ、ドラッグして切る。

· 途中のフィルムを切り取りたい時は、｢はさみツール｣をクリックし、切断したい  フィルムの両端を選び、｢クリップ選択｣をクリックする。最後にフィルムを選びDeleteキーを押す。

   （効果）

· ｢カラークリップ｣の挿入；Vb

           終始部にのりしろとして載せる。

           画面の移り変わる部分に載せる。

· ｢作品ライブラリー｣；Ｆx

            メディアクリップの中のトラジション効果を選択

                          ↓            
           クロスフェード・ピールをドラッグでＦxへ

                          ↓                         

            クロスフェード 開始部…矢印上向き

                           終始部…矢印下向き

4 保存する。

· ｢ファイル｣より｢作成｣を選択する。

· ビデオファイルはＭＰＥＧ１を選択する。

             ツールバーの｢表示｣から｢プレビューオプション｣を選び、｢全般｣で音 

とフレームサイズを決定する。

    ・  ファイル名を入力し保存する。

４．ページの作成

HTMLファイルの基本的な構成


使用した主なタグ
＊ ウィンドウを分割するタグ

   <FRAMESET cols=”数字” rows=”数字”> ～ </FRAMESET>

     cols=”○,△”の場合、ウィンドウを左右に○：△の割合で分割し

     rows=”○,△”の場合、上下に○：△の割合で分割する。

＊ 分割したフレーム内に表示する内容を指定するタグ

<FRAME src=”ファイル名” name=”フレーム名”>
＊ ページのデザインを指定するスタイルシート

   <STYLE> ～ </STYLE>

· 表を指定するタグ

<TABLE> ～ </TABLE>

 <TR> ～ </TR> …表の行

 <TD> ～ </TD> …表の列

· 位置を指定するタグ

<CENTER> …中央揃え

<LEFT> …左揃え

<RIGHT> …右揃え

· 画像を表示するタグ

<IMG src=”ファイル名”>

· リンク先を指定するタグ

<A href=”リンク先のファイル名”> ～ </A>

＊ 改行を挿入するタグ

<BR>

· 段落を区切るタグ

<P>

· ページの背景色を指定するタグ

<BODY bgcolor=”色”> ～ </BODY>

· 文字色を指定するタグ

<FONT color=”色”> ～ </FONT>

· 太字にするタグ

<B> ～ </B>

ソース表示の例

1 マウスを重ねると文字が青色に変わり、クリックするとオレンジに変わる。
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2 ２日目のボタンをクリックすると、スクロールを下げなくても２日目の操作が表示

される。
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3 操作方法のリンクをクリックすると、右側にVTRが表示される。
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4 VTRの横のリンクをクリックすると、新しくウィンドウが開く。



[image: image9.png]77, AT
& . o2 . B ‘ o) ] N =)
=5 e ik Fi—ia 1E BRIZAD ITAP EE = ENF

FEVAD [€] E¥soturontfe-cahtm

=] o8B

Top 7REU OWERE BAAVOMBENNLYILDER T/ REERIFLOFE

[5188]
S:ﬂ* F )/ CLBBRMOER R

E=ME N

4 mEnE SENLC ELRE S,

D L) R L TR RS

R
T[S

—

L
plimwanm]s] @

MEEE

TERBRE IR CLTRR30 nm CRAEEAMET 5.
HRAEIREOBOEOMSAET S,

IR





[image: image10.png]=181

'7000 nm

= OO a5 ‘

I
# X

Neusicu ancrus
7 L e
I [close]
5

- T

=] o8B

PLYDLOFEE FI/REBBIFIOFEE

b —

SEHE
[CRAR530 nm CRAEEAET 5.

|

TTETRCS I

D L) R L TR RS
E=ME N

<

HRAEIREOBOEOMSAET S,

€] file///E fsoturon/fpogelBhimt

Azet || & S 2 @ || 5 Norton System Doct.| BJTHAFI=5 - satu.| &]E¥sotwontte-caht. | B])< Dvorks > doc -. [[E E¥soturonttotm.

EZEve





＜努力した点＞
・  撮影技法については、望遠・広角を使い分け、全体の流れと手元などの
細かい作業を組み合わせ、理解しやすく編集した。
・  Videoの長さを細かく切り、見る人の集中力が持続するよう工夫した。

・  ページの構成を浅くし、初めて見る人にも全体像を解りやすくした。
＜参考文献＞

・化学同人 新版 「実験を安全に行うために」  1998年

・化学同人 新版 「続 実験を安全に行うために」  1998年

・information center 蘭

        http://www.ran.co.jp/sozai/html
・新星出版社   ノマド・ワークス著

「これ一冊でわかるＨＴＭＬ やさしいホームページの作り方」

・翔泳社       アンク著   

        「スタイルシート辞書」

<HTML>





























</HTML>





<HEAD>


ページの情報


</HEAD>





<BODY>


本文


</BODY>





<HTML>


<HEAD>


<TITLE></TITLE>


<STYLE TYPE="text/css">


<!--


 A:link {color:orange;}  ←まだ参照されてない色


 A:visited {text-decoration:line-though;}  ←すでに参照したものの色


 A:active {color:orange;}  ←クリックした時の色


 A:hover {color:blue;}  ←マウスカーソルが重なっている時の色


-->


</STYLE>


</HEAD>


<BODY bgcolor="#FFFFCC" >


<TABLE border="0" width="750" height="31" align="center" bordercolor="navy">


  <TBODY> 


    <TR>


      <TD align="center"><A href="top.htm" target="_top">


           <B><img src="img/top.gif" border="0"></B></A></TD>


      <TD align="center"><A href="aspirin.htm" target="under">


           <B>アスピリンの純度検定</B></A></TD>


      <TD align="center"><A href="fe-cau.htm" target="under">


           <B>鉄イオンの抽出とカルシウムの定量</B></A></TD>


      <TD align="center"><A href="phu.htm" target="under">


           <B>アミノ安息香酸エチルの定量</B></A></TD>


    </TR>


  </TBODY>


</TABLE>


</BODY>


</HTML>





<HTML>


<HEAD>


<TITLE></TITLE>


<STYLE type="text/css">


<!--


TD   {


font-size:13px;


height:20px;


}


-->


</STYLE>


</HEAD>


<BODY bgcolor="#FFFFCC">


<P><FONT color="#0000CC">


<A NAME="no01"></A>


<A href="fe-ca2.htm#no01">  ←第１日目のボタンをクリックすると“no01” 


<img src="img/no1.gif" border="0"></A>                   とした所を表示する


<A name="no01"> </A>


<A href="fe-ca2.htm#no02">  ←第２日目のボタンをクリックすると“no02”


<img src="img/no2.gif" border="0"></A>                   とした所を表示する


<A name="no01"></A>  ←“no01”と指定


</FONT>


<P><FONT color="#0000CC"><A name="no01">


【第1日目】<BR>


<B>8－キノリノールによる鉄Ⅲの溶媒抽出<BR></B>


</A></FONT>





・・・省略・・・





<FONT color="#0000CC">


<A name="no02">  ←“no02”と指定


<img src="img/marusen.gif"><BR>


【第2日目】<BR>


<B>乾燥中のカルシウム定量(沈殿分離法)<BR></B>


</A></FONT>





”<HTML>


<HEAD>


<TITLE></TITLE>


<STYLE TYPE="text/css">


<!--


 A:link {color:orange;}


 A:visited {text-decoration:line-though;}


 A:active {color:orange;}


 A:hover {color:blue;}


-->


</STYLE>


<SCRIPT LANGEAGE="JavaScript">


<!--


pname="";


ww=250;


hh=250;


	 	function op_win(pname,ww,hh) {


window.open(pname,"info","width="+ww+",height="+hh+",


resizeable=1,scrollbars=1,toolbar=0,menubar=0,location=0,


directories=0,status=0")


  		}


// -->


</SCRIPT>


</HEAD>


<BODY bgcolor="#FFFFCC">


<embed src="video/fe/fe05.mpg">  ←“video”フォルダの中の“fe”フォルダ


                                      にある“fe05.mpg”のVTRが流れる


<B><A href="#" OnClick="op_win('fotmet.htm',480,450)">測定画面</A></B>





<HTML>


<HEAD>


<TITLE></TITLE>


<STYLE TYPE="text/css">


<!--


 A:link {color:orange;}


 A:visited {text-decoration:line-though;}


 A:active {color:orange;}


 A:hover {color:blue;}


-->


</STYLE>


<SCRIPT LANGEAGE="JavaScript">


<!--


pname="";


ww=250;


hh=250;


	 	function op_win(pname,ww,hh) {


window.open(pname,"info","width="+ww+",height="+hh+",


resizeable=1,scrollbars=1,toolbar=0,menubar=0,location=0,


directories=0,status=0")


  		}


// -->


</SCRIPT>


</HEAD>


<BODY bgcolor="#FFFFCC">


<embed src="video/fe/fe05.mpg">


<B><A href="#" OnClick="op_win('fotmet.htm',480,450)">測定画面</A></B>


       測定画面という文字をクリックすると“fotmet.htm”のウィンドウが


                                                                新たに開く
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